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環境調和型製品創出のために
独自に設計ルールを設定
YOKOGAWAでは環境に配慮した製品作りを推進するために
長期使用や省エネルギーなどの項目について設計基準やアセスメント基準を設定しています。

環境適合設計のためのガイドライン

YOKOGAWAでは環境調和型製品創出のために各ガイド

ライン、基準を定め、製品開発に取り組んでいます。

(1)製品設計における環境アセスメント基準

　再資源化・処理の容易性、省資源化、省エネルギー、

長期使用性、回収・運搬の容易性、安全性・環境保全性、

情報の開示、梱包、と8つの分野でのアセスメント基準を

定め、初期設計・中間設計・最終設計の各審査時に評価

します。

(2)ライフサイクルアセスメント(LCA)基準

　製品のライフサイクルにおける使用エネルギー、CO2排

出量、NOX排出量、SOX排出量などを事前評価するための

基準で、初期設計・中間設計・最終設計の各審査時に評

価します。

(3)環境調和型製品設計ガイドライン

　製品の長寿命設計、省エネルギー設計、省資源設計、

材料・部品の選択指針、リサイクル・廃棄を考慮した設計、

加工法・組立法が定められています。

(4)製品に含まれる有害物質基準

　設計段階で環境に配慮した部品、材料を選択するため

の基準です。グリーン調達共通化ガイドラインの15物質

群の使用禁止物質、14物質群の自主管理物質、さらに

YOKOGAWA選定の15物質群の自主管理物質、全44物質

群の全廃・削減を進めています。

(5)リサイクル製品設計基準

　廃棄物発生抑制(リデュース)とともに、使用済み製品の

再使用(リユース)、再生使用(リサイクル)など3Rを促進す

る基準です。

(6)環境にやさしい材料選定基準

　ハロゲン系難燃剤の使用を避けることを明示した基準で

す。六価クロムを含む鋼板については、材料の標準化規

格の「構造用鋼」で使用を避けることを明示し、代替品のク

ロムフリー鋼板を指定しています。

(7)省エネルギー設計ガイドライン

　製品使用、製造段階で省エネルギー化を図ることを明

記したガイドラインです。製品の省エネルギー設計技術や、

製造時の省エネルギー設計技術などが紹介されています。
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　環境調和型製品の開発

①時期

②評価項目

③評価基準

④合否判定基準

製品設計における環境アセスメント基準環境適合設計基準と環境アセスメント基準

初期設計審査／中間設計審査／最終設計審査

再資源化・処理の容易性、省資源化、省エネルギー、

長期使用性、回収・運搬の容易性、安全性および環境

保全性、情報開示、梱包など29項目。

法規制をクリアしていなければ0点。

法規制をクリアしており、なおかつ30％以上の改善は

4点、15％以上の改善は3点、5％以上の改善は2点、5

％未満の改善は1点とする。

合格は評価項目に0がなく、総合評価点が従来機種を

上回っていること。

不合格は評価項目に0があること、または総合評価点

が従来機種と同等以下。改善のガイドラインは25％以

上の改善を目標としており、あくまでも設計に環境負

荷低減の視点を盛り込むことを狙いとしている。

設計基準

●環境調和型製品設計ガイドライン
●製品に含まれる有害物質基準
●リサイクル製品設計基準
●環境にやさしい材料選定基準
●省エネルギー設計ガイドライン

●製品設計における環境アセスメント基準
●ライフサイクルアセスメント基準環境アセスメント基準

製品設計
基本設計

技術試作 製造試作 初回生産

初期設計審査 中間設計審査 最終設計審査
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INTERVIEW

透過散乱形濁度計TB700G

TB700シリーズは従来機より41%小型
化、47%軽量化を実現すると同時に、
機能面では計測・表示をデジタル化、
汚れを落とす洗浄機能を付加し、測定
範囲を拡大するなどの対応がなされて
います。測定範囲を広げて機種を統合
することで、お客様にとっては導入台数
を抑え、コスト・保守の手間を削減す
ることができるようになりました。また
横河電機にとっては生産工程において
も省エネ・省資源・省力化を図り、1台
あたりのコストを抑えることに成功してい
ます。光源のランプ寿命を延ばし、日

常の保守が簡単にできるようにするなどの配慮も盛り込んでいます。
濁度計は安全な水を提供し、一方では環境に負荷のない水として排
出するための計測機器。一度導入していただくと、5年から10年は使わ
れますから、長期間安定して計測ができることを想定して設計します。
いずれは水に触れないで計測できる分析計を開発したいですね。

高精度・小型化を実現した
新世代の濁度計

IA事業部プロダクト事業センター環境機器技術部 武石 雅志

高感度透過散乱形濁度計TB700H

機能・性能はより高く、環境負荷はより低く
独自の技術と基準で環境にやさしい製品を開発 
YOKOGAWAでは、計測業界初の自己宣言による環境ラベル(タイプⅡ)を導入、
優れた環境性能を有する製品を「環境ラベル適合製品」と認定しています。
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環境ラベル

1999年、YOKOGAWAはISO14021で規定されてい

る自己宣言による環境ラベル(タイプII)を計測器業界で初

めて導入しました。このラベルはほかの製品と同様、P.26

にある各種の基準をクリアした優れた環境性能を持ち、お

客様の地球環境保全活動に寄与する計測製品に付与され

ます。

　2005年度の環境ラベル適合製品は15機種です。

環境調和型製品を創出

2005年度に開発した製品のなかで、濁度計TB700シ

リーズは、光によって水の濁りを測る測定器です。環境保

全に密接にかかわる水質管理のあらゆる場所に設置でき

るよう、小型化、高精度化などを柱に開発されました。上

水道の取水場での原水、沈殿池・濾過池、浄水処理過程

での水質管理や感染性微生物の汚染検知、工場での排水

処理管理などに使われています。

環境ラベル適合製品の一例

電子計測器および通信測定器

プレシジョンパワーアナライザ
WT3000

小規模計装機器

ディジタルオシロスコープ
DL1640/DL1640L

ディジタルオシロスコープ
DL9000シリーズ(写真DL9240L)

制御・計測ステーション
CX1000/CX2000 

ネットワーク対応データ収集ステーション
DX1000/DX2000

PCベース リアルタイム・データ収集ユニット
MX100 
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私が子どものころは近くの川で泳いだものですが、今は川が汚れていても
誰も気に留めなくなってしまいました。きれいな水環境を取り戻し、次世
代に残さなければという思いが強くあります。技術的な要求は多いですが、
多くの方々から指導や支援をいただきプラントが稼動してきれいな水を流
すことができたとき、この仕事をやって良かったと心から思います。

高い技術力による対応で
より良い環境を実現する

ソリューション事業部環境システム営業本部
東日本技術部 関谷 修市

　環境ソリューション

オゾン処理と風力発電を組み合わせた
下水処理場にもYOKOGAWAの技術が活きる
オゾン処理やCO2を発生しない風力発電の導入など高度な処理技術や環境対策を施した
大須賀浄化センターに、YOKOGAWAの計測・制御技術が採用され、活躍しています。

下水処理の“血管と脳神経”を担うシステム

　静岡県大須賀町（現・掛川市）に2005年3月にオープン

した公共下水処理施設大須賀浄化センター。横河電機で

は、このプロジェクトの電気設備工事全般を担当しました。

浄化センター完成にあたって大きな貢献があったとして、

同町から感謝状を授与されました。

　下水処理施設のようなプラントの電気設備工事では、シ

ステムの設計、機器の製作、施工、さらに立ち上げと調

整といった一貫した作業が行われます。

　その汚水浄化処理システムを稼動させるための受変電

設備や計測器類とそれをコントロールするコンピュータや

制御盤など、いわば心臓と血管といった循環系とそれを制

御する脳神経系統、これらの施工を横河電機が担いまし

た。

求められた高度な技術対応

　今回のプロジェクトは、汚泥がほとんど発生せず臭気対

策にもなるオゾン処理法という高度な汚水処理方法が採

用され、さらに出力660kWの風力発電を1基設置し、必

要な電力を補うという計画でした。

　浄化センターの場所は遠州灘の海岸に近く風光明媚な

エリアであり、環境への配慮がいっそう求められました。

そのために採用されたオゾン処理法は、電気をたくさん使

うことから、それを補うため風力発電が導入されたのです。

下水処理施設での風力発電の併用は全国で初めてのこと。

系統連系という、商用電力の系統とつなぎ電気の過不足を

やりとりする仕組みが必要で、電圧を安定化させ、停電時

に商用電力側に電気を送らないようにする安全装置も必

要になるなど、未経験の技術開発も多くありました。

　横河電機では、次世代に自然豊かな環境を残すことに

大きな使命感をもちながら、上下水処理、河川、湖沼や

ダムの水浄化システム開発に取り組んでいます。
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大須賀浄化センターと横
河電機が担当した電気設
備
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　環境調和型製品の開発

溶け出したイオンをもう一度不溶化し、沈殿させます。ま

た、硫化水素やアンモニアの発生を抑え悪臭を防ぐことが

できます。高濃度酸素溶解水は底近くにカーペットのよう

に広がり、ヘドロを巻き上げることもありません。

　通常酸素は水1リットルあたり9～12mgしか溶け込みま

せんが、AQUONEは2気圧に加圧することで50～70mg

の高濃度酸素溶解水を作ります。東北地方の水道水源ダ

ムなど3カ所に設置され、実績を上げています。そのほか

に、下水放流水の水質改善に活用する実験を行っています。

　水道水源ダムや下水だけでなく、広く湖沼や河川下流域

における貧酸素層対策、水質浄化にも活用でき、水環境

全般の改善に寄与できる技術として期待されています。

INTERVIEW

気体溶解装置AQUONE

ダムや湖沼が富栄養化するというのは自然に起こりうることです
が、それが人間活動の影響で促進され、問題が生じます。環境
対策はトータルに行うもの。水質改善も流入対策を含めていくつ
かのものを組み合わせる必要があります。AQUONEもそうした対
策の一つという位置づけです。

水をかき混ぜずに
酸素溶解水を送り込む
という発想

ソリューション事業部環境システム営業本部
東京都営業部マネジャー 田中 克知

AQUONEによる浄化の仕組み

酸素発生装置

表水層

底質
高濃度酸素溶解水

水温躍層

深水層

気体溶解装置

釜房ダムでの設置風景

高濃度酸素水をカーペット状に供給
水道水源ダムや湖沼の水質改善に大きな効果
水質悪化・悪臭の原因となり、浄水プロセスにも負担がかかることから、水道水源ダムで問題になる貧酸素層を、
高濃度酸素水を送り込むことで改善する装置がAQUONE(アクオン )です。

ダムや湖沼の水質改善に寄与する新技術

　水の入れ替わりが少ないダムや湖沼では、水温の低い

底層に有機物がたまり、酸素がほとんどない層ができます。

ここでは還元状態になるため、リン、鉄、マンガン、ヒ素

などがイオン化して溶け出し、硫化水素、アンモニア、メ

タンなども発生します。これが水質を悪化させ、悪臭の原

因になります。一般的に行われているばっ気という直接空

気(酸素)を送り込む方法では、全体をかき混ぜることにな

り、底にたまったヘドロを巻き上げて濁りの原因となった

り、栄養塩類が日の当たる表層に供給されるので植物プ

ランクトンが増殖して悪循環になったりと、解決が難しい

面がありました。そこで考え出されたのが、高濃度に酸素

を含んだ水を貧酸素の層に送り込むことです。

酸素水のカーペットで貧酸素状態を改善

気体溶解装置AQUONEは、くみ上げた貧酸素の深層水

に酸素を溶け込ませ、再び戻すことで還元状態を改善し、
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